
主催 生物科学学会連合
TEL: 03-3816-0738    E-mail:seikaren@nacos.com

詳しくは生科連ホームページをご覧ください

生物科学学会連合事務局：〒113-0033 東京都文京区本郷2-26-11 浜田ビル６階

■ 応募作品・応募条件等：

①写真とその情報（撮影場所、日時、生きものの紹介）、
②「つぶやき」、③エッセイ（短い作文、200〜400字程度
まで）、④応募者情報（学校名、学年、住所、氏名、年齢
、所属部活、将来の夢）をお書きください。詳しくは生科
連HPをご覧ください。
応募作品は、応募者本人が撮影し執筆した未発表のオリジ
ナル作品に限ります。一人２作品まで。

■ 発表・表彰：

2020年12月上旬に優秀賞を選出し、受賞者の方々に直接連絡
いたします。優秀賞には、記念品、副賞（5000円図書カード
）を贈呈します。また、生科連のWebサイト上で入賞作品を
発表します。

■ 応募方法：

①〜④を生科連事務局までメールで送ってください。写真は
JPEG形式、画像サイズは5M以下でメールに添付。「つぶや
き」、エッセイ、応募者情報はメール本文に書き込んでお送
りください。

この想い届いて欲しい…なぁ…
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■ 応募資格：生きものや環境問題に関心のある高校生

これより、

第５回ダンゴムシ会議を開始します！
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生きものの
フォトコンテスト

つぶ やき

自然の生きものの気持ちを想像して、その“つぶやき”を教えてください
ここまで登ってきなよ。
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つぶやき「あの⼣陽まで届け！」
〜エッセイ〜

カメラを手に芦ノ湖の湖畔をあるいていると、足元に小さな「森」を見つけた。私

は寝そべる様にしてその苔の森をじっと見つめた。

精一杯朔を伸ばして、「あの夕陽まで届け！」と言わんばかりに少しでも遠くまで

胞子を飛ばそうとするその姿は、美しくも逞しい生命の営みを形にしたしたよう

だった。灯台もと暗しと言うのだろうか。普段目につかない足元にまで懸命に生き

る命があるのだ。そんなことを、この苔の森は私に気づかせてくれた。

そして私は、ついさっきまで湖に映る夕陽やその上を飛ぶサギなんかに向けていた

レンズを気がつけばその苔の森へ向けていた。シャッターを押す。そこには夕陽を

受けて光輝く生命の姿があった。（昨年の受賞作品より）

定時なので、

失礼します‼ふぅ、流石に子供はここまで来れまい


